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ご
へ
い

　

神
名
、
寺
名
、
縁
起
も
長
い
年
月

の
間
、
当
初
の
記
録
、
由
緒
は
消
滅

し
て
後
世
に
創
作
さ
れ
て
い
る
も
の

も
少
な
く
な
い
。

　

ま
ず
、
始
め
に
重
源
上
人
得
地
杣

入
り
以
前
の
社
寺
で
勧
請
、
創
建
年

あ
る
も
の
を
見
て
み
る
と
、

　

以
上
の
社
寺
は
、
地
域
住
民
の
素

朴
な
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
維
持
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

律
令
政
府
か
ら
名
神
と
し
て
延
喜
式

に
載
せ
ら
れ
た
「
式
内
社
」、
出
雲

神
社
と
三
坂
神
社
が
あ
り
、
祭
事
に

あ
た
っ
て
は
朝
廷
か
ら
幣
帛
・
施
物

が
下
さ
れ
、
高
い
格
式
が
与
え
ら
れ

て
い
た
。

編
著　

河
野　

正

８月２日、山口サッカー交流
広場で、韓国昌原（チャンウォ
ン）市との姉妹都市締結１周
年を記念した、親善交流サッ
カー大会が行われました。
渡辺市長の挨拶の後、記念品
の交換や、撮影を行い、徳地
中央サッカースポーツ少年団、
レオーネ山口、昌原小学校の
３チームが、交流試合を楽し
みました。
　　　　（徳地づくり達人塾） ８月１日、大原湖キャンプ場

で森林セラピーイベントが行
われました。この日のイベン
トは同キャンプ場から観音の
滝までを散策するものでした。
３０℃を越す猛暑でしたが、
参加者は森林の涼風や土のに
おいなどを満喫した様子でし
た。
　　　　（特派員　粟屋金自）

小古祖・須賀神社の夏祭りが、
７月３１日にお下り、８月１
日お神輿・お上りを終了しま
した。須賀神社は９０３年創
建され、現在に至っています。
以前は８月１日に始まり５日
にお神輿、７日にお上りで終
了、３体のお神輿を男衆が担
ぎお旅所まで練り歩き、山車
もありました。下徳地の祭り
として賑わったものです。　
　　　

（徳地づくり達人塾）

か
ん
じ
ょ
う

へ
い 

は
く

え
ん

ぎ

し
き

し
き
な
い
し
ゃ

古
代
の
徳
地

みこし

神
社
の
部　
（
勧
請
年
不
明
除
く
）

神
社
名　
　
　
　
　

勘
定
年　
 

 　

所
在
地

花
尾
八
幡
宮　
　
　

和
銅
四
年
（
七
一
一
）　　

島
地　

串
八
幡
宮　
　
　
　

和
銅
五
年
（
七
一
二
）　　

串

出
雲
神
社　
　
　
　

霊
亀
元
年
（
七
一
五
）　　

堀

三
坂
神
社　
　
　
　

天
平
以
前
（
七
三
八
）　　

岸
見

河
内
五
社
大
明
神　

大
同
四
年
（
八
〇
九
）　　

三
谷

大
番
神
社　
　
　
　

承
和
三
年
（
八
三
〇
）　　

山
畑

山
根
八
幡
宮　
　
　

貞
観
元
年
（
八
五
九
）　　

伊
賀
地

熊
野
三
所
権
現　
　

延
喜
年
間
（
九
〇
一
）　　

小
古
祖

御
坂
大
明
神　
　
　

延
喜
五
年
（
九
〇
五
）　　

船
路

下
元
宮　
　
　
　
　

延
喜
二
一
年
（
九
三
一
）　

柚
木

厳
島
神
社　
　
　
　

天
禄
三
年
（
九
七
二
）　　

上
村

寺
院
の
部

寺
院
名　

  

創
建
年　
　
　
　
　
　
　
　

 

所
在
地

金
徳
寺　
　

天
武
元
年
（
六
七
三
）　　
　

堀

西
方
寺　
　

天
平
十
五
年
（
七
四
三
）　　

伊
賀
地

福
生
寺　
　

天
平
宝
宇
年
間
（
七
五
七
）　

堀

吉
祥
寺　
　

承
和
二
年
（
八
三
五
）　　
　

野
谷

東
光
坊　
　

延
喜
年
間
（
九
〇
一
）　　
　

堀

みこし

だ　し

　

ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
の
中
で
、
私

た
ち
の
身
の
回
り
に
は
数
多
く
の
神

さ
ま
仏
さ
ま
が
い
る
。
私
た
ち
は
事

あ
る
ご
と
に
神
仏
を
必
要
と
し
、
祈

り
、
神
仏
と
共
に
生
き
て
い
る
。

　

日
本
に
は
確
か
に
様
々
な
神
仏
が

い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る

が
、何
が
ど
う
違
う
か
に
つ
い
て
は
、

正
確
に
語
ら
れ
な
い
。
長
い
祖
先
の

暮
ら
し
の
中
で
育
て
ら
れ
た
神
や
仏

を
受
け
継
ぎ
、
後
世
へ
伝
え
て
来
た

か
、
そ
ん
な
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
、
ふ
る
さ
と
の
神
さ
ま
仏

さ
ま
。そ
の
歴
史
と
実
態
に
つ
い
て
、

「
暮
ら
し
の
中
の
神
と
仏
」
と
題
し
、

数
回
に
分
け
て
見
て
み
た
い
と
思

う
。

　

◎
暮
ら
し
の
中
の
神
と
仏
（
一
）

　

徳
地
地
方
の
社
寺
と
信
仰
に
つ
い

て
は
、
文
書
記
録
が
少
な
い
た
め
各

社
寺
の
所
伝
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

　
『
徳
地
町
史
』〜
徳
地
の
社
寺
〜
を

見
る
と
、
神
社
九
二
、
寺
院
四
〇
、

堂
庵
六
八
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
多
く
の
神
社
は
現
在
、
氏
神

に
合
祀
。寺
院
は
合
併
さ
れ
て
お
り
、

残
る
も
の
も
叢
祀
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
荒
れ
方
を
し
て
お
り
、
堂
庵
な

ど
は
跡
地
も
失
せ
て
い
る
。

そ
う

し

ご
う

し

ち
ょ
う
げ
ん
し
ょ
う
に
ん
と
く

ち

そ
ま





マ ー ク の 見 方

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

日
曜
当
番

休
日
在
宅
医
（
外
科
）
の
ご
案
内

図
書
館
休
館
日
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(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

☎
52
-1
11
4

ナ
カ
シ
マ（
有
）

天
満
石
油

八
栄
石
油
㈱

し
み
ず
医
院
（
栄
町
）　

☎
38
-8
88
3

休 日 診 療

夜 間 救 急 診 療

1
59
・
1
0

2
0
2
5
3
0 3

1
4

1
3

1
6
2
1
2
6

4
98

1
7
2
2
2
7

5
1
0

1
8
2
3
2
8

1
6
1
1

1
9
2
4
2
9

2
7
1
2

＊
山
口
市
内
は
市
広
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
内
科
・
小
児
科
】（
受
付
8:
30
～
11
:3
0、
13
:0
0
～
16
:3
0）

防
府
市
休
日
診
療
所
(鞠
生
町
) ☎
08
35
-2
4-
41
72

【
歯
科
】（
受
付
8:
30
～
11
:3
0）

防
府
市
休
日
診
療
所
(鞠
生
町
) ☎
08
35
-2
4-
41
72

【
外
科
】
休
日
在
宅
医
(診
療
9:
00
～
17
:0
0）
←
カ
レ
ン
ダ
ー
に
て
案
内
 

前
田
産
業
㈱

緑
町
三
祐
病
院
（
緑
町
）　

☎
22
-3
14
5

防
府
中
央
外
科
胃
腸
科

（
上
天
神
町
）

☎
22
-6
21
0

た
か
き
ク
リ
ニ
ッ
ク（
台
道
）

☎
33
-1
05
0

な
が
み
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
中
央
町
） ☎
20
-1
23
0

寿
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
寿
町
） ☎
27
-5
57
7

三
田
尻
病
院（
お
茶
屋
町
）

☎
22
-1
11
0

（
問
）
串
分
館

　
☎
54
-0
22
2

（
問
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
  

　
　
徳
地
分
室

　
☎
52
-0
67
0

（
問
）林
業
振
興
課
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
担
当

　
☎
52
-1
12
2

（
問
）林
業
振
興
課
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
担
当

　
☎
52
-1
12
2

（
問
）徳
地地
域交
流セ
ンタ
ー　
☎
52
-0
21
7

（
問
）林
業
振
興
課
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
担
当

   
  ☎
52
-1
12
2

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

(問
)山
口
サ
ッ
カ
ー
交
流
広
場

　
☎
56
-0
88
8

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

(問
)健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り

　
　
第
三
担
当

　
☎
52
-1
11
4

～
～

（
問
）島
地
分
館

　
☎
54
-0
00
1



5

　徳地地域づくり協議会では「反射鏡設置等推進事業」
を新たに実施します。
　この事業は、交通事故防止のためにカーブミラーの
設置及び修復をする事業で、里道及び２戸以上が使用
する私道等に自治会等が設置する経費の一部を補助す
るものです。
　補助率は、経費の 1／ 2 以内、ただし、新設につい
ては上限を 5万円、修復については 2万 5千円を上限
とします。
問い合わせ
　徳地地域づくり協議会事務局
　（徳地地域交流センター内）　☎52－0217

　近年、子どもたちが学校や遊び等からの帰宅途中、

トラブルに巻き込まれる事件や事案が増えています。

　本市では、地域で子どもを悪質な事件や犯罪から守

るため、トラブルに巻き込まれそうになったときにす

ぐ駆け込み、助けを求めることができるよう市内小学

校区の青少協等を通じて、各家庭や事業所に「こども

110番の家」の幟旗（のぼりばた）を掲示して頂くよ

う協力をお願いしています。

　現在、市内で約 900箇所程度

に御協力を頂いていますが、今

後も「こども 110番の家」の取

組をはじめとする様々な活動に

より、地域ぐるみで子ども達の

安全確保に努める体制を強化し

ていきたいと考えています。

　設置や傷んだ幟旗の交換等のお問い合わせは、徳地

地域交流センターまたは市教育委員会社会教育課まで

お願いします。

問い合わせ

　徳地地域交流センター　　☎52－0217

　市教育委員会社会教育課　☎083ー 934－2866

　 近年、結核や肺がんを発病する人が増える傾向にあ
ります。
　年に一度、胸部レントゲン検診を受けましょう。
　9 月 28 日～ 30 日、10 月 5 日～ 8 日の期間中にレ
ントゲン検診車が徳地地域を巡回しますので、都合の
よい場所で受診してください。

◎対象者　　40歳以上の市民
　　　　　　（今年度中に 40歳になる人を含む）
　　　　　　ただし、職場等で検診を受ける人、妊娠
　　　　　　中の人は除く
◎持参品　　レントゲン検診受診票（圧着ハガキ）
◎巡回日程　市報やまぐち 9 月 15 日号に掲載してい
　　　　　　ます。
◎検査内容　・胸部エックス線検査　
　　　　　　・喀痰検査
　　　　　　　胸部エックス線検査受診者のうち、
　　　　　　　・6か月以内に血痰が出た人
　　　　　　　・50歳以上でタバコを多く吸う人
◎料金　　　胸部エックス線検査　無料
　　　　　　喀痰検査　600 円（減免あり。詳細は健
　　　　　　康づくりカレンダーを参照）
問い合わせ　
　健康増進課健康づくり第三担当　☎52－1114
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７月
３１日　柚野ふるさと夏祭り　柚子の

里

8 月
13 日　関・才谷夏祭り　

　　
佐波
高校旧バレーコート　

8月
15 日

　

串ふ
るさと

夏祭り大会 　　　  串交流セン
ター

８月
１3
日　島地ふれあい夏祭り　

旧島
地中
グラウンド　

８月
１４日　八坂ふるさと夏まつり　

        
           やまぐちサッカー交流広場　


